
秋田県大仙市における基本計画の概要 

 
 全国花火競技大会「大曲の花火」の開催地であるほか、５社の製造会社を有するなど花火が独自性の高い地域資源となっていることに着目し、新たに
整備した製造拠点における小型玉に特化した製造と既存花火会社における大型玉への注力による分業体制の確立及び販路開拓、製造工程の自動化や無線
電波を使用した打上演出の高度化、マツ炭など域内資源の活用、「大曲の花火」の知名度を活かした観光振興により地域経済の活性化に取り組む。 

 
秋田県大仙市 

促進区域 

 
花火関連産業で3件、観光分野で1件の地域経済牽引事業を創出し、促進区域で1億9,100万円の付加価
値を創出することを目指す。 

経済的効果の目標 

 
計画同意の日から平成34年度末日まで 
 

計画期間 

計画のポイント 

 
・不動産取得税、固定資産税の減免措置の実施 
・地方創生推進交付金の活用 
・大仙市が有する調査データの域内事業者への提供 
・事業者からの事業環境整備の提案への対応 
・事業承継の推進 

制度・事業環境の整備 

 
秋田県産業技術センター、秋田県立大学、秋田銀行、北都銀行、羽後信用金庫、大曲商工会議所、大仙
市商工会、一般社団法人大仙市観光物産協会 

地域経済牽引支援機関 

地域経済牽引事業の承認要件 

【要件１：地域の特性を活用すること（①～②のいずれか）】 

①大仙市の花火に関する製造技術・知見を活用した花火関連産業 

②全国花火競技大会「大曲の花火」等の花火イベントを活用した観光分野 

【要件２：高い付加価値を創出すること】 

・付加価値増加分：29,400千円超 

【要件３：いずれかの経済的効果が見込まれること】 

●取引額：41,000千円または3.5％増加 

●売上げ：41,000千円または3.5％増加 

《促進区域図》 

なお、以下の地域は除外 
・保安林及び国有林 
・自然公園区域 
・秋田県自然環境保全地域 
・鳥獣保護区 
・生物多様性の観点から重要度の高い湿地及び特定植物群落 

新たに整備した製造拠点 全国花火競技大会「大曲の花火」 


